
遍路道――それは国道？ 
 

四国遍路１     
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〇遍路道とは 
①昔、遍路が歩いた道＝山道、あぜ道など 

② 〃   〃    ＝集落内､集落間の道  

              簡易舗装されていることが多い 

③舗装された市町村道 

④国道、県道の歩道 

＜遍路道の距離は＞ 

⑤歩きで１２００キロ、クルマで１４００キロといわれて
いる。もちろん山あり、坂ありだ。 

＜歩く日数は＞ 

⑥日数の計算をすると、２０キロ／日＝６０日 

  ３０キロ／日＝４０日。３５キロ／日＝３４日 
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遍路道の比率は 

〇私の感じでは、 

①山道、あぜ道＝15パーセントぐらい 

②集落内、集落間の道＝15パーセント 

③舗装された市町村道（旧県道？）＝10パーセント？ 

④国道、県道=60パーセントぐらい 

 

 とにかく、道はよいが、国道は誰とも交流はない。その 

 上、膝がつかれる。 

 「昔の遍路たちは、コンクリートやアスファルトの国道
を 歩いた人は一人もいなかったに違いない」と思っ
た。   
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遍路は国道の側溝の上を歩く。大型トラックがくると
怖い。こんなところを歩くのは遍路だけ 
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もっと歩きやすい脇道があるに違いないが、道を間違え
ると疲労が倍増するので我慢せざるを得ない 

 

 

 

5 



先程の道で出会った歩き遍路が、「もう少し歩くと歩道の広
いところにでますよ」といった。植栽の幅だけで、先程の何
倍も広い。国道はアンバランス。 
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桂浜に沿った国道。歩道も広い。クルマも少ない。 
誰も通らないが、歩道に花壇まであった。 
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ここを歩いているとき、右側の藪の中で、小鳥どもがさえ
ずりの競演をしていた。 左の家の前は田んぼになってい
てそちらは蛙の競演。この写真から音が聞こえる。 

 

 

 

 

8 



こんな遍路道も、のどかでいい 



昔からの遍路道 



こんな遍路道だと脚の負担も少なく、いい気分 




